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<全へき連との連携協定に基づく事業として> 

1単位時間毎の直接指導と間接指導の完全分離に着目した学年別指導の実践 
-士別市立多寄小学校で水上へき研センター員が試行実践- 

 

 

 

 

 

 

 

 

 8月 24日(火)から 3週間にわたって，士別市立多寄小学校(森 広明校長，学級数 6，児

童数 19名)で，全国へき地教育研究連盟と本学との連携協定に基づく初めての事業として 

新しい形の小学校社会科学年別指導の授業実践が行われた。 

 新しい形の学年別指導の授業実践を行ったのは，本学へき地・小規模校教育研究センタ

ー員の水上丈実教授(旭川校教職大学院)で，多寄小学校の 5・6年生(大畠・戸田学級)の児

童を対象に 5年社会科産業学習「水産業のさかんな地域」，6年社会科歴史学習「大陸に学

んだ国づくり」の単元 12時間を実践し公開した。 

 この授業構想は，令和 2 年 12 月 17 日にオンラインで開催された本学へき地・小規模校

教育研究センター主催の第 18回へき地教育推進フォーラムの中のシンポジウム「日本の未

来の教育を創造するへき地・小規模校教育の可能性」で，水上センター員が提案した授業

構想であり，それが全国へき地教育研究連盟の柿崎会長や北海道へき地・複式教育研究連

盟の温泉委員長の計らいで実践に至った。 

 水上センター員は，「私も 6年間，士別市の小学校で複式学級の担任を経験したが，学年

別指導に対する負担感や重圧を持ち続けていた。その負担感を払拭できないかと構想した

のがこの指導法であり，主体的・対話的で深い学びの実現を目指す単元レベルの問題解決

学習の導入と GIGA 構想による一人一台端末の活用が１単位時間毎の直接指導と間接指導

の完全分離が可能にする。」と言う。その授業実践について紙面の許す限り紹介する。 

令和 3年 9月 30日 第９７号 

ホームページ https://www.hokkyodai.ac.jp/edu_center_remoteplace/ 

メールアドレス kus-hekiken@j.hokkyodai.ac.jp 

☎ 0154-44-3291 FAX 0154-44-3292 
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1 士別市立多寄小学校の概要 

 士別市北部の名寄盆地中央に位置し，国道 40号線と宗谷本線が校下の中心を南北に貫い

ている。畑作・稲作のほか，牛や羊を飼育している農家もある純農村地帯である。 

 明治 35 年に上多寄簡易教育所として認可され，開校 119 年となっている。平成 21 年に

多寄中学校に併設という形で新校舎が落成された。令和元年度で生徒数の減少により多寄

中学校が閉校となり，令和元年度から両校舎を多寄小学校で使用している。 

 平成 30年に多寄地区学校運営協議会が設置され，多寄小放課後子ども教室が設置される

など，学校と地域の連携が深い(学校要覧より抜粋)。 

 

2 実践単元 

 <5年生> 

  大単元 

  「2 未来を支える食料生産」 

  中単元 

  「2 水産業のさかんな地域」 

 <6年生> 

  大単元「2 日本の歴史」 

  中単元 

  「2 大陸に学んだ国づくり」 

     (教育出版小学社会) 

 

3 実践対象 

 士別市立多寄小学校 

  5年生 3名 

  6年生 2名 

 <担任> 

  5・6年  大畠敏幸先生 

  5 年こすもす(言)戸田健斗先生 
 

4 実践単元の指導計画 

 右表の通り 各 11時間 
 

5 実践単元の目標 

 <5年生の単元目標> 

 我が国の水産業における食料生産について，漁師，加工場で働く人々，輸送に携わる人々

などの工夫や努力によって支えられていることを理解するとともに，地図帳や各種の資料

で調べ，まとめ，水産業に携わる人々の働きを考え表現することを通して，水産業に携わ

る人々は，生産性や品質(鮮度や安全性)を高めるよう努力したり輸送方法や販売方法を工

夫したりして，良質な水産物を消費地に届けるなど，食料生産を支えていることを理解す

るとともに，主体的に学習問題を追究・解決し，学習したことを基に，社会の一員として

持続可能な水産業について考えようとする態度を養う。 

表１ 今回実践した小学校高学年社会科学年別指導計画 
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<6年生の単元目標> 

  天皇を中心とした律令政治の確立や文化の変化について理解するとともに，遺跡や文化

財，地図帳や年表などの各種基礎資料を通して，情報を適切に調べ，まとめ，当時の政治

の仕組みや文化の特色，出来事や人物の関連や意味を多角的に考える力，当時の社会に見

られる課題を把握して，歴史を学ぶ意味を考えたことを説明したり，それらを基に議論し

たりすることを通して，当時(飛鳥・奈良・平安の三時代)の日本の政治の仕組みについて，

個の課題(文化や仏教などのその時代を見る視点)を含め，主体的に学習問題を解決しよう

とする態度やよりよい社会を考え学習したことを社会生活に生かそうとする態度を養うと

ともに，日本の歴史や伝統を大切にして国を愛する心情を養う。 

 

6 実践の特色や実践を成立させる要件 

(1) 単元レベルでの問題解決的な学習の実施－パフォーマンス課題の設定が重要－ 

単元の導入で，単元を貫く課題意識をもたせ，ゴールの学びの姿をイメージさせていた。

いわゆるパフォーマンス課題の考え方を用いていた。そして次に，解決への見通しを持た

せ，自己調整を図りながら児童自らが学びをつくっていくことができるようにしていた。 

 具体的に 5 年生では，近年，サンマやいかなどの漁獲量が減っていることや魚は健康食

であり外国での魚の消費が増えているという事実から，持続可能な水産業にするための提

案をプレゼンテーションで行うことを本単元のゴールに設定していた(図 1)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 6年生では，歴史学者になって飛鳥・奈良・平安の三時代を解説することを本単元のゴー

ルに設定するとともに，解説する視点(個の課題)を考えさせていた(図 2)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

← 

図 1 

5 年生学習課題

づくりの板書 

→ 

図 2 

6 年生学習課題

づくりの板書 
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 この単元全体の通読と遣唐使航海の様子や長安までの航路，20回の遣唐使派遣年表を提

示した後，学習問題づくりを行わせた。そこでの 6 年生の 2 名の児童の気付きや関心は，

同じではなかった。1名は，「なぜ遭難して死者までだしても中国に学びに行ったのか。自

分の国づくりは独自に考えを出しても行えるのではないか。」というところに着目していた。

また，もう 1 名の児童は，「なぜ聖徳太子も，聖武天皇も仏教を取り入れたのか。」に着目

していたので，個の課題として追究し続けるように指導していた。 

    表１ ５年生のパフォーマンス課題           表２ ６年生のパフォーマンス課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (2) ICTの活用による 1時間という長時間の間接指導(調べ活動)の実現・充実 

－学年ごとの大型モニターによるガイドと，一人一台端末で調べ学習を充実- 

１単位時間全てを調べ学習にできるのかと疑問を持って授業参観に臨んだが，ICT 活用

が，その疑問を払拭してくれた。学年毎に大型モニターを設置し，調べ学習 45分の使い方

の目途を表示していた。大型モニターがガイドの役割を果たしていた(図 3・図 4)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また，20分が経過したところで調べ学習の進捗状況をノート交換などにより交流させて

いた。加えて教科書・資料集以外の調べ教材として「NHK for School」の中から参考にな

る動画の URL を一人一台の端末に送り，クリックすれば調べ活動に活用できるようにする

ことなどの工夫をしていた。それらの工夫により，児童は集中して学習に取り組んでいた。 

↓ 

図
３ 

５
年
生
に
提
示
し
た
モ
ニ
タ
ー
画
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↓ 

図
４ 

６
年
生
に
提
示
し
た
モ
ニ
タ
ー
画
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魚介類の消費量は減っていますが，世界

では血液がサラサラになる DHC を多く

ふくんだり，がんを予防したりする健康効

果の高い日本食が注目されています。 

 そこで，魚介類などの水産資源を守り，

健康によい魚介類の消費を続けることが

できる持続可能な水産業にするためには

どうしたらよいか，Googleスライドを使

ってプレゼンしましょう。 

この単元では，飛鳥時代・奈良時代・平安
時代の３つの時代を勉強します。それぞ
れの時代の人々の暮らしについて調べ，
３つの時代の特色をまとめましょう。単
元名「大陸に学んだ国づくり」とあるよう
に，何を大陸から学び，どんな国づくりに
取り入れたのか考えながら学習していき
ましょう。  
そして，歴史学者になって，３つの時代

が大陸から学んだことをどのように取り
入れ、国づくりを進めていったかプレゼ
ンしましょう。 
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7 授業の実際 

 (1) 間接指導(調べ学習)後の直接指導(全体交流・概念形成)の様子 

 図 5は，5年生の追究活動Ⅰ「根室のさんま漁」の直接指導(全体交流・概念形成)の際の

板書である(4/12時間目)。さんまをとる漁法の工夫に始まり，水揚げされた漁港でのせり，

箱詰めなどを行う加工場の仕事の工夫，消費地へ運ぶ運送会社の工夫，そして，都会の市

場から店・寿司屋などに運ばれるまでの工夫を 3名で発表し合い，流れ図にまとめていた。

この時間での 3名によるまとめは，「根室でとれたさんまが消費者にわたるまでに，たくさ

んの人が関わっていて，どの人たちも，鮮度，衛生に気を付け，燃料をかけずに早く運べ

るように工夫している。」というものであった。 

 3名全員が，調べる時間がとれまとめる時間もあるため，「読み取ったことをまとめる力

が付いた」と事後アンケートに書いていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 次に，図 6 は，6 年生の追究活動Ⅲ「平安時代の全体交流」(8/12 時間目)の直接指導の

際の板書である。調べ学習の思考ツールとしてフィッシュボーンを事前に与えていたので，

それを基 2 名で交流し，まとめていった。2 枚のフィッシュボーンが調べた知識でいっぱ

いになった。「平安時代は，飛鳥・奈良時代に大陸に学んだことを応用して国づくりを進め

ていること」「飛鳥・奈良時代に続き，平等院鳳凰堂など仏教で国づくりを進めていること」

「貴族の力が大きくなり，豊かな生活をしているようだが，農民の負担はかわりないので

は」などとまとめていた。 

 6年生も，間接指導(調べ学習)と直接指導(全体交流)の完全分離は，「疑問に思ったこと

を最後まで調べられた。」「発表の時は，いっぱい発表できたし，友達の意見もいっぱい聞

けた。」と単元終了後のアンケートに書いていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

← 

図 5 

5 年生追究Ⅰ

「根室のさん

ま漁」の板書 

→ 

図 6 

6 学年追究Ⅲ

｢平安時代の国

づくり｣の板書 
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 (2) 単元のゴールとしてパフォーマンス(プレゼンテーション)の実際 

  ① 5年生「持続可能な水産業提案プレゼンテーション大会」の実際 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<５年生 Aさんのプレゼンのまとめ> 
終わりに，魚介類が外国からたくさん輸入され

ていますが，輸入に頼らないほうがいいと思いま
す。自国でとれた魚介類を多くの人に食べてもら
い，日本でとれた魚介類のおいしさをたくさん知
ってもらいたいと思います。そうしないと日本の
水産業がなくなるからです。また，北方領土を占領
しているロシア連邦と話し合うべきだと思いま
す。本当は日本の領土だから返してほしいです。そ
れかお互い話し合ったらよいと思います。 
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  ② 6年生「歴史学者になって『大陸に学んだ国づくり』解説プレゼンテーション大 

会」の実際 
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⑯ 

<6年生 Bさんのプレゼンのまとめ> 

 飛鳥時代には,律令ができ

て日本が栄えたのはよい

が，農民の負担が大きくて

大変そうだった。そして，奈

良時代には，仏教や世界の

つながりはよくなった。貴

族にとってはよい時代だ

が，農民は大変な時代だっ

たと思います。平安時代は，

日本独自の文化が生まれ

た。仏教を大切にする心は

変わらなかった。農民の負

担は変わらず大きかった。 
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8 参観者の感想 

全国へき地教育研究連盟 柿崎 秀顕 会長(洞爺湖町立洞爺湖温泉小学校長) 

「今年 4 月に北海道教育大学と協力関係を結び，関連した取組として今回，多寄小学校で

新しい形の学習指導の実践が行われた。先進的な授業ができている。直接指導で知識を学

ぶだけでなく，吸収した内容を間接指導の中で定着していくのが大事である。」 

    (「北都新聞」令和 3年 9月 1日号) 

 

北海道へき地・複式教育研究連盟 温泉  敏 委員長(剣淵町立剣淵小学校長) 

「子どもたちが自らの学びの調整を行う指導形態は，個別最適化に向かう新たな複式教育

の試みとして様々な可能性を秘めている。」   (「北海道通信」令和 3年 9月 13日号) 

 

士別市立多寄小学校 5・6年担任 大畠 敏幸 教諭 

「これまで児童から『調べ学習の時間が短い』『もっと調べたい』などの声が上がっていた

が，意欲に応えることが難しかった。単元のゴールで行うプレゼンテーションが意欲を呼

び起こす動機となっていることもあり，ノートを集めようとすると，『家でも調べたい。』

と困惑する児童もいた。直接指導と間接指導を完全に分離した授業では，児童たちが満足

いくまで調べ学習に臨むことができるし，『さらなる追究につながっている』ことを実感し

ている。」                  (「北海道通信」令和 3年 9月 13日号) 

 

9 終わりに 

実践を終えた水上センター員の感想で締めくくる。 

 

 まだ，実践が終了したばかりで，しっかりとした授業分析が終わっていない。今後は，

参観していただいた先生方から意見を聞いて，実践レベルに具体化するために，まとめ

ていきたいと考えている。北海道新聞や北海道通信などが記事にしていただいたため,反

響が多く，たくさんの複式校から指導案の提供を求められていることを考えると，やは

り何らかの形で学年別指導を改善し，主体的・対話的で深い学びを実現するための方策

を探っている学校が多いと考えている。全へき連，道教委とも連携を図り理論化したい。 

 現在，各学校では，新型コロナ感染症の予防対策に余念がない。学校の臨時休業が続

いていた時，この新型コロナ感染症は，履修主義か習得主義かなどの論議を引き起こし

たり，学びは一人一人に成立させなければならないものであることを再認識させてくれ

たりした。令和 3 年 3 月の中教審答申「令和の日本型学校教育を目指して」でも，個別

最適な学びと協働的な学びの実現が求められている。「個別最適な学び」では，児童が自

己調整しながら学習をすすめていくことができるよう指導することの重要性が指摘され

ており，児童一人一人の特性や学習進度，学習到達度等に応じ，指導方法・教材や学習

時間等の柔軟な提供・設定を行うなどの指導の個別化が必要であると言われている。今

回の実践は，直接指導と間接指導を１単位時間に完全分離することで，指導の個別化が

容易になると考えている。また，一人一台端末など ICT の活用は，指導の個別化に拍車

をかけると考えている。個に応じたきめ細かな指導がより行いやすくなり，一人一人が

個性を発揮し主役になることのできる指導方法であることを今回の実践を通して，実感

することができた。指導方法の実践レベル化を急ぎたい。 


